
































川崎医療福祉大学 医療情報学科 慣谷 太一
講演： 「私が今まで教えて来たこと」
語学を教える上で， ここ十数年私が取り組ん
でいる教材内容は南北問題やそれに関わる世界
の諸問題である． 日本の学生達がそれらを知ら
ずに大学を卒業するのはいけないと恐い， この
内容を通して英語を教えている． 私の語学教師
の経験から， 語学を教える時の教材内容は， ま
ず教師自身が興味深く感じ， 本当に価値がある
と思えるものを扱うことが重要であると思う．
聖書とギリシア‐古典は私が力を注いできたも
う一方の科目である， これはギリシア， イスラ
医療福祉学科 Ｍ．Ｆ，ＭｃＣｒｉｍｍｏｎ
エル， インド， 中国の四つの古い文明の流れの
一つである西洋文明のルーツを聖書とギリシア
古典から学習していくものである． それぞれの
古代ルーツも件せて学ぶことで今までの， そし
てこれからの人類の行方が見えてくるはずであ
る． 私は， 医福大生に必要な教養として全世界
の視野に立ち， 英語ではなく日本語で分かりや
すく教えてくださる先生がいらっしゃればと願
っている．
２３６
講演：無作為抽出と有意な差
－統計学の論理とその学習指導に即して一
個谷
　
太一
統計学が研究対象とする集団は，個体差があ
り観測条件も一定には保ち難く， 物理学・化学
とは全く違うこと， 研究の探索的段階ではとも
かく， 最終段階では統計学が必須なことを述べ
た． 電算機の普及により， 偏りのないデータの
収集と， 有意義な差の判定論理に重点が移り，
特に人間を対象とする場合， 何に最も留意すべ
きかを， さらに一般教養・基礎科目の学習は，
若い時機に， 専門にとらわれない広い視点に立
って行うべきことを述べた．
